
 

 

                                         

 高校生活最後の県総体に加えて、サバイバルウォークや記念講演会などの閉校記念行事とイベント続き

で、目まぐるしかった 1学期が終わります。一人二役以上をこなしている皆さん、本当にお疲れさまでし

た。ここでやってきたことは、必ず次のステージで生かされます。三瓶分校で頑張ってきたことを、しっ

かりと受験の面接でアピールしていきましょう。 

 ３ 年 「確かな進路保障の取組の意義～なぜ、「書かない・答えない・提出しない」のか～」 

進路選択を目前にした皆さんと一緒に、１学期の人権・同和教育ホームルーム活動では就職・進学につ

いての差別について学びました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回学んだように、進学・就職において、不適切な内容を含む問題事例が発生した場合は、次のように

対応してください。 

 

１ 進学の出願書類（入学願書など）に不適切な箇所があった場合 

  募集要項に具体的な理由の記載がなく健康診断書の提出をもとめられた場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・もし、面接で今回のようなことを聞かれたら、今回学んだことを生かして、しっかりと断れるようにしたい

です。そして、あらためてこういう差別があってはだめだなと思いました。 

・差別的な内容を聞かれても答えなくてよいことが分かった。 

・就職差別は気づかないうちに起きていることを知りました。そういう差別が早くなくなっていくように、も

っとたくさんの人が学んで知っていったらいいと思いました。 

・その場でしっかりと受け答えができるように、これからの面接練習で頑張りたい。 

・面接などで自分のプライバシーに関わることを聞かれたときに、答えない人が少ないことを知りました。私

も就職のため面接を控えているので、そういう質問には注意したいと思いました。 

・面接は就職する自分に関わることなので、正しい知識を付けて受験に臨みたいです。 

 

【主題設定の理由】 

2 年次の人権・同和教育ホームルームで、「学ぶ機会」を奪わ

れることが、将来の生活に大きな影響を与えることや、戦後の教

科書無償運動から教育を受ける権利の重要性を学んだ。3年生に

なり進路選択を目前に控える中で、進路保障に対する取組の意義

を理解し、不適切な内容に対して毅然とした振る舞いができるよ

うになってほしいと思いこの主題を設定した。 

【目標】 

１ 進学や就職における公正な選考の意義を考えさせることで、

何が差別につながるのかを理解させる。 

２「答えない・書かない・提出しない」ということが、今後の公

正な採用選考につながることを理解させる、私たちができるこ

と、なすべきことは何かを考える。 
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２ 面接において不適切な内容があった場合 

就職                          進学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

７月５日（金）に宇和特別支援学校との学習交流会に全校生徒が参加しました。交流会では、三瓶分校

から「ミニ防災バッグ」を特別支援学校の生徒にプレゼントし、総合探究の防災班が説明を行いました。

その後、グループ内での自己紹介を行い、ミニゲームを通して交流を深めました。今回が三瓶分校として

最後の交流会になりましたが、それぞれにとって思い出深い交流会になったようでした。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の交流会では、防災バッグの説明を 3人で

協力して行いました。伝わるように言葉を選んで説

明しました。その後、学校ウォークラリーに楽しん

で参加することができました。先生のサポートもあ

り、上手に交流できてよかったです。２班として行

動しましたが、面白い生徒が多く、居心地がよかっ

たです。とても貴重な時間になりました。 

 今回は最後の交流会でした。たくさんの思い出

を作るために、お友達を作りました。特に、女子

のグループで好きな人や好きな教科の話ができて

よかったです。話すのが苦手な私ですが、積極的

に話しかけてくれてうれしかったです。楽しすぎ

て、時間が過ぎるのがあっという間でした。最後

の交流会が、最高の思い出になってよかったです。 

前回の交流会よりも、特別支援学校の人たちと話

すことができたのでよかったです。最初は楽しめる

か不安でしたが、支援学校の生徒が温かく迎えてく

れてうれしかったです。ミニゲームでは、班全員で

協力して２つ賞を取ることができました。小学校の

友達とも久しぶりに会うことができてよかったで

す。今日の思い出を大切にしていきたいです。 

初めは緊張して話しかけることができませんで

したが、皆さんとても元気で明るく自己紹介をして

くれて、すぐに仲良くなれました。私が 1番楽しか

ったのは、クイズラリーです。支援学校の生徒さん

が案内してくれて、班のみんなで協力して回ること

ができました。今回の交流が最後になるのは悲しい

ですが、また出会った時にはお話しましょう！！ 


